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矢
島
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・
本
荘
藩
・
亀
田
藩
の
新
田
開
発

一
、
本
研
究
の
課
題

o 10km 
』一一」

1甫

鉄

W
0・

白川戸

秋
田
県
由
利
地
方
は
二
ハ
一
一
一
一
一
(
元
和
九
)
年
か
ら

一
六
四

O
(寛
水
一
七
)
年
ま
で
の
聞
に
、
六
郷
氏
(
本

由利地方の藩領図

荘
藩
二
万
石
)
、
生
駒
氏
(
矢
島
藩
一
万
石
)
、
岩
城
氏

(
亀
田
藩
二
万
石
)
、

仁
賀
保
氏
(
一
万
石
)
、

天
領

(
一
、
九

O
O石
)
の
諸
氏
が
入
部
し
、
小
藩
分
割
支

配
体
制
を
完
了
し
た
。
本
研
究
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う

第 1図

な
小
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
の
性
格
を
開
発
経
過
や
、

開
発
の
地
域
構
造
を
通
し
て
明
か
に
し
た
い
と
考
え
る

(第
1
図
参
照
)
O
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ニ
、
新
田
開
発
の
経
過

付

矢
島
藩
(
第
1
表
参
照
)

矢
島
藩
が
新
田
開
発
に
力
を
注
い
だ
地
域
は
、
子
吉
川
の
上
、
中
流
地
域
の
狭
長
な
谷
底
平
野
で
あ
る
。

一
六
O
五
(
慶
長
九
)

一
六
O
二
(
慶
長
七
)
年
、
仁
賀
保
兵
庫
頭
が
常
陸
国
武
田
に
国
替
と
な
り
、
最
上
義
光
の
所
領
と
な
っ
た
o

矢島藩の石高

年度 フE 高|新田高 1 新田率

1640 
石 石 予6

(寛永17)
10，000 

1646 
10，000 

(正保3) 
1，157，000 11.57 

1659 
11，157 

(万治 2) 917，313 8.20 

1676 
12，074，313 

(延宝 4) 723，964 5. 15 

第 1表

(生駒壱岐守出羽国由利郡之内

知行高帳による一秋田県庁蔵)

(
元
和
七
)
年
ま
で
は
、
最
上
氏
の
旗
下
楯
岡
長
門
守
の
知
行
と
な
り
、

六
二
二
(
元
和
八
)
年
か
ら
は
、
上
野
介
正
純
の
所
領
と
な
っ
た
が
、

カ

年
l
一
六

」
れ
は
僅
か

年
で
仙
北
郡
大
沢
へ
移
っ
た
の
で
、

一
六
二
三
(
元
和
九
)
年
か
ら
打
越
左
近
の
所
領
と
な

っ
た
o

さ
ら
に
二
ハ
一
二
O
(
寛
水
七
)
年
に
生
駒
高
俊
(
一
万
石
)
が
「
高
は
両
沢
目
・
本

郷
、
大
須
郷
五
千
三
百
六
拾
石
八
斗
二
升
四
合
と
仁
賀
保
の
内
四
千
六
百
三
拾
九
石
一
斗
七

升
六
合
を
併
せ
て
:
:
:
」
入
部
し
て
支
配
し
た
①

O

新
田
開
発
は
打
越
左
近
の
一
六

(
元
和
九
)
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、

一
六
四
O
(
寛

水
一
七
)
年
以
来
一
六
四
六
(
正
保
二
己
年
ま
で
の
七
カ
年
聞
に
元
高
一
万
石
に
対
し
て
一

千
百
五
拾
七
石
の
新
田
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
率
は
一
一
・
五
七
%
を
一
示
し
、

一
六
四
六
(
正

保
二
二
年
か
ら
一
六
五
九
(
万
治
二
)
年
の
一
一
一
一
カ
年
聞
に
元
高
に
対
し
て
八
・
二
O
%
の

新
田
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
六
五
九
(
万
治
二
)
年
か
ら
一
六
七
六
(
延
宝
四
)
年
ま

で
の
一
六
年
間
に
五
・
一
五
%
の
新
田
率
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
万
治
二
年
以
後
も
順
調
に
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以，p段

低D開発地

士匿

丘

1.牛越堰

2 .伏見堰

3.鶴田堰

4.新荘堰

5.立石堰

6.郷内堰

7.吉沢堰

8.新屋敷堰

9.滝沢堰

10.子吉用水路

11.鮎淑堰

12.新田堰

13.西日潟干拓

I 新国堰

II 北福田堰

III 高堰

A 象潟用水路

B 新川堰

C 惣助堰

C' 下山堰

行
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
o

次
に
新
田
開
発
の
主
脈
を
な
す

用
水
路
@
@
の
開
さ
く
に
つ
い
て

述
べ
よ
う
(
第
2
図
参
照
)
0

θ
 
牛
越
堰

由利地方の用水路と開発

第ら標でに
一分高、よ
段水一子つ
丘し四吉て
崖、 O 川
下川メの聞
をの!ーさ
通屈ト支く
し曲 Jレ流さ

にの笹れ
牛沿地子た
越っ点川水
部てかの路

団
野
吉
太
夫
と
菅
原
覚
左
衛
門

図制
落
下
方
に
お
い
て
鳥
海
川
に
合
流

さ
せ
、
第
三
段
丘
面
の
水
田
化
に

成
功
し
た
。

。
伏
見
堰

鳥
海
川
の
標
高
一
一

O
メ

l
ト

ル
の
地
点
か
ら
取
水
し
、
段
丘
末
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端
を
通
っ
て
、
伏
見
部
落
に
達
し
て
い
る
水
路
で
、
四
段
丘
の
う
ち
第
二
、
第
三
の
段
丘
上
に
開
国
さ
れ
た
。

e 
鶴
田
堰

鳥
海
川
の
谷
の
西
方
山
麓
高
度
二
二

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
お
け
る
湧
水
(
才
ノ
神
部
落
付
近
)

よ
り
取
水
し
、
山
麓
線
沿
い
に
沢
渡

向
部
落
付
近
に
い
た
る
水
路
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
段
丘
面
が
水
固
化
さ
れ
た
。

@ 

新
荘
堰

新
荘
部
落
付
近
の
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
、
東
方
よ
り
流
下
す
る
渓
流
に
取
入
口
を
設
け
、
山
麓
線
に
沿
う
て
下
新
荘
部

落
付
近
に
い
た
る
水
路
で
、
こ
れ
に
よ
り
上
・
下
両
新
荘
部
落
の
立
地
す
る
第
一
段
丘
面
の
水
田
化
が
促
進
さ
れ
た
。

(f) 

立
石
堰

笹
子
川
の
標
高
九

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
取
水
し
、
山
麓
線
や
段
丘
末
端
を
通
っ
て
、
立
石
部
落
に
達
す
る
水
路
で
、
第
三
段
丘
面

の
開
田
と
第
二
段
丘
面
上
の
八
ツ
杉
部
落
の
成
立
を
促
し
た
。

1"，--， 

U 

郷
内
堰

子
吉
川
の
標
高
八

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
分
水
し
、
郷
内
、
新
所
、
新
町
な
ど
の
部
落
に
い
た
る
水
路
で
、
こ
れ
に
よ
り
新
所
付

近
の
第
一
段
丘
面
と
新
町
付
近
の
第
二
段
丘
面
の
水
田
化
が
な
さ
れ
、
新
所
、
新
町
の
両
部
落
成
立
の
要
因
と
な
っ
た
。

@ 

吉
沢
堰

子
古
川
右
岸
の
名
高
山
(
一
九
五
・
八
メ
ー
ト
ル
)

の
山
麓
で
子
吉
川
か
ら
分
水
し
、
山
本
部
落
付
近
に
達
す
る
水
路
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
新
上
条
部
落
付
近
の
沖
積
原
が
開
発
さ
れ
た
。

C 

新
屋
敷
堰



矢島藩領の新田集落

集落名 当 高

石斗升合 l

新所村 268 5 9 2 ! 

新町村 ? 

新屋敷村 ? 

金ケ沢村 18 8 4 7 

牛越村 8 2 8 6 

平根村 73 8 3 1 

平林村 126 5 9 5 

天神村 130 1 O 9 

才ノ祈l村 66 0 5 4 

高野ヶ平村 9 3 1 

法内村 60 9 4 1 

館野村 190 6 4 3 

谷地沢 村 9 2 6 7 

第2表
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い
る
o

こ
の
ほ
か
新
田
開
発
に
つ
い
て
@
矢
島
史
談
に
よ
れ
ば
、 出羽国由理郡之内

村高帳(県庁蔵)

山
本
部
落
付
近
で
子
吉
川
左
岸
に
取
水
口
を
設
け
、
新
屋
敷
部
落

を
通
過
し
、
神
田
部
落
に
い
た
る
水
路
で
、
新
屋
敷
部
落
付
近
の
沖

積
原
の
開
発
と
新
屋
敷
部
落
の
成
立
を
促
し
た
。

@ 

滝
沢
堰

正保3年

山
本
部
落
付
近
で
、
子
吉
川
右
岸
か
ら
分
水
し
、
山
麓
沿
い
に
前

郷
部
落
ま
で
通
ず
る
水
路
で
一
六
八
七
(
貞
享
四
)
年
に
聞
き
く
さ

れ
、
前
郷
部
落
付
近
の
段
丘
面
が
開
発
さ
れ
た
。
そ
の
後
水
害
と
耕

地
拡
張
に
と
も
な
い
、

一
七
二
三
(
享
保
八
)
年
に
堤
を
築
造
し
て

村
の
開
発
を
行
な
い
、
金
子
三
介
は
前
郷
内
の
谷
地
沢
村
と
平
林
村
を
聞
き
、
弥
左
衛
門
は
中
村
を
、
遠
藤
清
兵
衛
は
斉
ノ
神
村
を
開
発

二
ハ
二
三
(
元
和
九
)
年
に
小
助
川
太
兵
工
が
笹
子
村
の
う
ち
、
天
神

し
た
o

こ
れ
ら
の
用
水
路
開
さ
く
と
相
ま
っ
て
新
田
集
落
の
成
立
を
み
た
で
あ
ろ
う
が
、
第
2
表
は
一
六
四
六
(
正
保
コ
二
年
出
羽
国
由

tコ
本
荘
藩

理
郡
之
内
村
高
帳
に
新
田
集
落
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
集
落
で
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
新
田
集
落
が
出
揃
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

本
荘
藩
は
子
古
川
の
下
流
に
お
け
る
氾
濫
原
と
海
岸
の
砂
丘
地
域
と
金
浦
塩
越
の
両
港
を
中
心
と
す
る
沿
岸
漁
業
地
域
お
よ
び
鳥
海
火

山
西
斜
面
を
領
内
に
も
ち
、

一
六
二
一
二
(
元
和
九
)
年
六
郷
政
乗
が
常
陸
国
府
中
一
万
石
か
ら
本
荘
二
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
て
、
金
浦
、
塩

越
が
藩
財
政
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
子
吉
川
中
下
流
の
地
は
水
田
が
非
常
に
多
く
、
藩
財
政
は
一
に
水
田
耕
作
を

239 

し
て
米
産
に
依
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
田
開
発
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
第
3
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
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本荘藩の石高

ト 1新田率新田高高フロ

石
5， 724， 5121 28.02;:;;1 

5山 17120.82%1

0.45%1 

石
20，421，520 

20，421，520 

26，146，032 

l1623 
(元和9) 

1696 
(元禄11)

1798 
(寛政10)

1871 
(明治 4)

度年

143，000 31，591，949 

六
郷
氏
入
部
当
時
二
万
四
百
二
拾
一
石
五
斗
二
升
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
六
九
六
(
元
禄

一
)
年
に
新
田
五
千
七
百
二
拾
四
石
五
斗
一
升
二
合
を
含
め
て
、
二
万
六
千
百
四
拾
六
石
三
升
二

(秋田県史・資料・近世下による)

合
と
な
り
、
新
田
率
二
八
・

O
二
%
で
あ
る
。

一
八
九
八

(
寛
政
一

O
)
年
の
「
領
内
本
田
、

新
田
高
改
」
に
よ
る
と
、
一
二
万
一
千
五
百
九
拾
一
石
九
斗
四
升
九
合
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

六
九
六
(
元
禄
一
一
)
年
以
降
五
千
四
百
四
拾
五
石
九
斗
一
升
七
合
の
新
田
開
発
が
な
さ
れ
た

」
と
に
な
り
、
そ
の
新
田
率
は
二

0
・
八
二
%
で
あ
る
@
o

一
八
世
紀
が
新
田
開
発
の
ピ

l
ク

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
新
田
開
発
を
裏
付
け
す
る
用
水
路
@
と
西
日
潟
干
拓
⑦
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
(
第

2
図

参
照
)
0

θ 

子
吉
用
水
路

。分
水
し
て
、
町
村
部
落
に
達
す
る
も
の
で
、
堰
口
部
落
以
北
の
谷
地
域
と
町
村
部
落
付
近
の
沖
積
原
の
開
田
を
目
的
と
し
た
。

標
高
三
九
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の
南
由
利
原
よ
り
北
流
す
る
鮎
川
の
中
流
堰
口
部
落
付
近
か
ら

鮎
瀬
堰

子
吉
川
支
流
石
沢
川
の
下
流
左
岸
標
高
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
取
水
し
、
山
麓
沿
い
に
鳥
川
部
落
ま
で
達
し
て
い
る
堰
で
、
鳥
川

e 
部
落
付
近
の
自
然
堤
防
の
背
後
の
湿
地
を
開
国
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

新
国
堰

虚
空
蔵
山
(
一
二
五
八
・
一
メ
ー
ト
ル
)
麓
の
鳥
回
目
部
落
付
近
で
、
石
沢
川
か
ら
分
水
し
、
右
岸
の
山
麓
沿
い
に
新
田
部
落
付
近
に
い



た
る
水
路
で
、
鮎
瀬
堰
と
同
様
自
然
堤
防
の
後
背
の
湿
地
を
開
国
す
る
た
め
に
開
さ
く
さ
れ
、
新
田
部
落
は
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い

る
O @ 

西
目
潟
の
子
拓

西
日
潟
は
本
荘
市
か
ら
南
方
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
っ
て
、
海
岸
砂
立
と
西
田
利
原
(
標
高
二
一
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
)
と
の

聞
に
存
在
す
る
潟
湖
で
あ
っ
て
、

か
つ
て
は
一

O
O町
歩
の
面
積
を
有
し
て
い
た
。

西
目
潟
の
干
拓
(
水
田
化
)
事
業
は
、
町
人
請
負
新
田
と
し
て
一
八
一
四

(
文
化
一
一
)
年
に
潟
保
部
落
の
百
姓
重
佐
衛
門
が
、
本
荘

藩
の
計
可
を
得
て
、
藩
士
郡
奉
行
淵
名
孫
三
郎
の
計
い
で
本
荘
士
口
雪
町
の
豪
商
鈴
木
七
郎
右
衛
門
の
出
資
に
よ
り
潟
の
北
方
に
あ
る
潟
端

部
落
付
近
に
排
水
口
を
設
け
、
標
高
五
二
メ
ー
ト
ル
の
砂
丘
と
標
高
四
七
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
(
砂
岩
及
び
喋
岩
か
ら
構
成
)
聞
の
低
地
を

矢島藩・本荘藩・亀田藩の新田開発

利
用
し
て
排
水
溝
を
開
さ
く
し
、
海
士
剥
部
落
付
近
で
海
へ
排
水
し
た
。
こ
の
排
水
溝
は
現
在
の
西
日
川
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
干
拓
の

第
一
歩
と
し
て
水
路
を
つ
く
っ
て
も
飛
砂
に
よ
る
埋
没
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
防
止
す
る
の
に
、
ね
む
ノ
木
、
若
松
ぐ
み
ノ
木
な

ど
を
植
え
、

ま
た
氷
雪
を
利
用
し
て
土
砂
を
運
搬
し
、
長
さ
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
二
列
の
土
盛
を
し
、
翌
春
氷
雪
が
融
解
す
る
と
左

右
が
堤
防
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
間
を
深
く
掘
っ
て
河
道
と
し
て
排
水
を
完
了
し
、
九
六
町
一
反
五
畝
の
開
田
を
行
な
っ
た
。
重
佐
衛

門
は
、
そ
の
功
に
よ
り
藩
か
ら
毎
年
康
米
一

O
八
石
当
を
給
与
さ
れ
た
。

⑤ 

象
潟
用
水
路

こ
の
用
水
路
は
一
五
六
九
(
永
禄
二
一
)
年
に
閉
さ
く
さ
れ
、
水
源
を
鳥
越
川
の
標
高
二
八

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
求
め
、
火
山
斜
面
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を
利
用
し
て
長
阿
部
落
付
近
に
達
せ
し
め
、
長
阿
部
落
の
西
方
で
深
田
堰
(
北
側
)
、
中
の
堰
(
中
央
)
、
下
山
堰
(
南
側
)
の
三
本
に
分
流
さ

れ
、
三
本
堰
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
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深
田
堰
と
中
の
堰
に
よ
る
開
田
地
区
は
、
長
岡
部
落
か
ら
上
孤
森
部
落
に
い
た
る
道
路
の
北
方
高
度
一
四

O
I
一
五
五

間
の

緩
斜
面
で
、
下
山
堰
に
よ
る
開
団
地
区
は
前
述
の
道
路
の
南
方
長
坂
部
落
付
近
の
高
度
二
ニ

O
I
一
八

0
メ
ー
ト
ル
聞
の
中
横
地
区
で
あ

る
O 

こ
の
地
域
は
雪
解
水
と
湧
水
に
よ
る
冷
水
濯
概
が
行
な
わ
れ
盛
夏
で
す
ら
水
温
が
一

O
度
C
を
記
録
す
る
状
態
で
上
郷
村
は
冷
水
害
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
収
穫
は
青
米
や
屑
米
な
ど
で
反
当
一
石
五
斗
位
で
あ
っ
た
o

現
在
は
三
本
堰
の
上
流
地
区
舟
岡
、
水
岡
両
部
落
聞
に

小
滝
温
水
路
、
象
潟
温
水
路
、
長
岡
温
水
路
、
水
岡
温
水
路
、
大
森
温
水
路
が
完
工
し
、
水
温
も
一
八

t
二
四
度
C
に
上
昇
す
る
よ
う
に

な
り
、
反
当
二
石
五
斗
の
増
収
と
な
っ
た
@
o

@ 

新
川
堰

伊
勢
居
地
部
落
は
鳥
海
火
山
北
西
麓
白
雪
川
の
中
流
高
度
六

O
I七
0
メ
ー
ト
ル
聞
に
立
地
し
、
こ
の
地
は
一
八
五
五
(
安
政
一
一
)
年

ー
一
八
七

O
(明
治
二
己
年
の
間
生
駒
家
宰
で
伊
勢
居
地
の
代
官
を
つ
と
め
て
い
た
池
田
吉
兵
衛
が
桂
坂
の
渓
流
(
火
山
の
伏
流
水
)
か

ら
取
水
し
て
新
川
堰
を
聞
い
て
新
田
の
開
発
を
し
た
。

@ 

惣
助
堰

象
潟
の
潟
湖
は
一
八

O
四
(
文
化
元
)
年
六
月
四
日
の
鳥
海
地
震
に
よ
り
地
盤
が
隆
起
し
、
海
と
鳥
海
山
北
側
裾
野
に
幅
の
狭
い
海
抜

五
メ
ー
ト
ル
の
低
平
な
象
潟
低
地
を
形
成
し
た
@
o

こ
の
地
方
の
開
発
は
百
姓
惣
助
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
六
五
一

(
慶
安
四
)
年
に
輯
射
谷
赤
石
川
の
中
流
部
か
ら
取

水
し
、
前
川
部
落
の
西
方
を
通
し
、
南
西
に
向
っ
て
一
直
線
状
に
水
路
を
開
さ
く
し
、

も
っ
て
天
神
沼
西
方
の
原
野
六

O
町
歩
を
聞
い

た
@
o

そ
の
後
一
八

O
四
(
文
化
元
)
年
六
月
の
大
地
震
に
よ
っ
て
平
地
化
し
た
象
潟
(
蛸
潟
)
が
年
々
霞
茅
の
茂
生
す
る
の
を
み
て
、
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成立年代|

石斗升合

24 6 4 8 I寛永3年 i
寛文 6年

高当

第4表

矢島藩・本荘藩・亀田藩の新田開発

集落名

寛文 6年

寛文3年|

出羽国由主里郡之内村

高帳(県庁蔵)

8 

9 

1 4 O 2 古雪中島

塩
越
村
の
百
姓
伝
作
が
城
下
の
一
一
蒙
商
近
江
田
島
治
郎
右
衛
門
の
出
資
と
白
己
資
金
を
も
っ
て
一
入

O
九
(
文
化
六
)
年
ま
で
に
四
七
町
歩
余
を
開
国
し
た
。

」
の
う
ち
紺
満
寺
に
四
町
四
反
三
畝

7 

9 

余
、
塩
越
役
所
、
役
付
足
軽
、

塩
越
村
名
主
そ
の
他
聞
回
世
話
の
も
の
な
ど
へ
三
町
六
反
余
が

6 68 釜ケ台村

市之沢村

与
え
ら
れ
た
⑪
⑫
O

ま
た
伝
作
が
海
岸
に
防
砂
林
を
樋
え
、

赤
石
谷
地
の
開
田
に
も
成
功
し
、
千
刈
余
を
得
た
。

元禄11年 5月15日

伝
作
は
そ
の
劫
に
よ
り
藩
か
ら
玄
米
二
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
@
o

出
羽
国
由
理
郡
之
村
高
帳

(第
4
表
)
に
よ
る
と
冬
師
、
釜
ケ
台
、
市
之
沢
、

古
雪
中
島
の
四
新
田
集
落
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、

大
体
に
お
い
て
新
田
集
落
は
、
近
世
中
期
頃
ま
で

に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同

亀
田
藩

た
o 本

藩
領
は
主
と
し
て
出
羽
山
地
と
子
古
川
の
支
流
芋
川
の
狭
長
な
谷
地
域
と
か
ら
成
り
、
新
田
開
発
は
芋
川
流
域
を
中
心
に
行
な
わ
れ

一
六
二
九
(
寛
水
六
)
年
佐
竹
宣
隆
が
封
ぜ
ら
れ
た
際
の
石
高
は
、
第
5
表
に
よ
る
と
、
二
万
三
拾
三
石
七
斗
九
合
で
、

こ
の
納
入
米

は
一
万
三
千
二
百
二
拾
二
石
二
斗
四
升
七
合
九
勺
四
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
蔵
入
と
し
て
七
千
三
百
六
拾
三
石
四
斗
二
升
七
合
九
勺
五

才
で
あ
っ
た
。
家
土
へ
の
扶
持
米
は
五
千
八
百
五
拾
八
石
八
斗
二
升
で
、
二
万
石
と
い
っ
て
も
実
高
は
少
な
い
⑬
O

岩
城
の
拾
八
万
石
か
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ら
二
万
石
に
減
封
さ
れ
た
財
政
困
難
の
打
開
策
が
新
田
政
策
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。

第
6
表
に
よ
っ
て
新
回
率
を
み
る
と
、
約
五

0
年
聞
に
三
四
・
二
%
に
達
し
、
そ
の
後
何
等
の
進
展
を
も
示
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
開
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亀田藩における石高

年度 l石 主l司主 車内 米 蔵 入 |家中知行分|

石 石

(寛永6)1 20， 033， 709 13，222，247.94 7，363，427.94 5，858.82 

1仙 124，m，894 15，951，474 
(寛文 4): "4， 135， 185 

17，763，415.82 8，124，575.82 9，638.84 
(延宝元)I "2，745，372.4 

率
一

回
一

新
一

率

一

一

石

田
一
回
一

，

什

川

一

一

喝

搾

一

一

の
一
新
一

藩

一

一

周

寸

l
副

晶
君
一

9
0

4

B

F

-

今
、

υnu ，
 

A
りワ臼

田

第 B表

本

20.6% 4，135 20，033 

34.2 6，880 20，033 

34.2 6，880 20，033 

年

1623 
(元和9) 

|1脳
(寛文 4)

1673 
(延宝元)

1718 
(享保3) 

1745 
i (延享2) 

a新日分(秋田小川|文書による)

度

34.2 6，280 

(半田市太郎:秋田の歴史より)

発
の
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
開
発
が
僅
か
半
世
紀
聞
に
限
界
に
達
す
る
だ

け
急
テ
ン
ポ
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
「
第

代
重
隆
公
御
成
長
被
遊
候
市
寛
文
四
年
ま
で
に
御
領

内
聞
き
新
田
被
仰
付
:
:
:
@
」
で
、

初
代
宣
隆
の
新

第 5表

20，033 

国
政
策
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
次
に

用
水
路
を
み
る
と
)
第
2
図
参
照
)
O

。
新
田
堰

の
水
田
化
と
新
田
部
落
の
成
立
を
促
し
た
⑬
O

芋
川
上
流
の
代
内
部
落
の
高
度
一

0
0
メ
ー
ト
ル

地
点
の
渓
流
か
ら
取
水
し
、
山
麓
沿
い
に
新
田
部
落

付
近
ま
で
達
す
る
水
路
で
、
肝
煎
吉
野
平
兵
衛
に
よ
っ
て
聞
き
く
さ
れ
、
芋
川
左
岸
の
第
二
段
丘
面

の
氾
濫
原
の
自
然
堤
防
の
後
背
の
湿
地
を
開
発
し
た
。

ま
た
肝
煎
岡
田
藤
九
郎
は
同
渓
谷
の
川
大
内
郷
の
段

。
北
福
田
堰

丘
面
一

O
町
歩
を
開
田
し
、
岩
野
白
沢
部
落
を
建
設
し
た
@
o

本
堰
は
芋
川
の
中
流
部
に
位
し
、
芋
川
の
東
部
薬
師
山
(
標
高
三
七
一
・
九
メ
ー
ト
ル
)

の
渓
谷

大
倉
沢
か
ら
引
水
心
、
金
崎
、
向
徳
沢
両
部
落
を
通
過
し
て
北
福
田
部
落
に
至
る
水
路
で
、
こ
れ
が
聞
き
く
に
よ
っ
て
北
福
田
部
落
付
近



⑤ 

堰

高

南
内
越
村
の
高
野
利
兵
衛
⑬
が
亀
田
藩
の
許
可
を
得
て
、

一
七
一
六

l
一
七
三
五
(
享
保
年
間
)
年
に
山
田
部
落
内
の
沢
に
溜
池
を
構

築
し
、
こ
れ
よ
り
六

O
O聞
の
溝
を
掘
り
、
畑
谷
部
落
の
宇
利
野
に
二
四
町
歩
を
開
国
し
た
。
こ
の
ほ
か
一
六
六
六
(
寛
文
六
)
年

l
一

六
九
三
(
元
禄
六
)
年
聞
に
肝
煎
浅
野
甚
兵
衛
が
、
大
正
寺
村
向
野
に
二
ニ
町
六
反
七
畝
余
を
開
拓
し
、

一
七
九
五
(
寛
政
七
)
年

l
一

八

(
文
化
八
)
年
聞
に
大
正
寺
村
繋
に
一
三
町
二
畝
余
を
肝
煎
工
藤
要
左
衛
門
が
聞
い
た
⑬
O

正
保
三
年
五
月
二
十
八
日
の
出
羽
国
油
利
郡
内
高
目
録
⑫

(
岩
城
但
馬
守
領
分
)
に
添
畑
村
・
中
館
村
・
赤
田
村
・
中
ノ
目
村
・
加
賀

沢
村
・
葛
岡
村
・
中
田
代
村
・
長
坂
村
・
須
山
村
・
見
釘
村
・
滝
村
・
下
黒
川
村
・
大
谷
村
・
下
虻
田
村
・
岩
谷
町
村
・
増
川
村
・
荒
谷

村
・
大
野
村
の
新
田
集
落
が
記
載
さ
れ
て
い
る
o
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三
、
各
藩
の
新
田
開
発
の
地
域
的
構
造

本
項
で
は
新
田
開
発
の
地
域
的
性
格
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
各
藩
の
開
発
の
地
域
構
造
を
検
討
す
る
c

ハ
円

矢
島
藩

矢
島
藩
領
の
大
部
分
は
、
鳥
海
山
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
僅
か
に
耕
地
と
し
て
利
用
し
得
る
と
こ
ろ
は
狭
長
な
子
古
川
の
谷
平
野
が

存
す
る
の
み
T
あ
る
o

こ
の
谷
平
野
こ
そ
が
本
藩
唯
一
の
財
源
地
域
と
し
て
新
田
開
発
が
施
行
さ
れ
た
。

第
3
図
に
よ
っ
て
、
開
発
構
造
を
み
る
と
、
自
然
堤
防
の
後
背
の
湿
地
と
河
岸
段
丘
の
開
発
を
目
的
に
、
用
水
路
は
子
吉
川
水
系
を
利

用
し
、
上
流
部
で
は
支
流
に
、
中
流
部
で
は
本
流
に
そ
れ
ぞ
れ
取
入
口
を
設
け
、
そ
の
数
九
本
に
及
ん
で
い
る
o

こ
の
よ
う
、
に
開
田
可
能

な
範
囲
内
に
お
い
て
、
急
ピ
ッ
チ
に
開
発
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
下
流
地
域
を
除
く
一
円
支
配
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
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子吉川上・中流地域

寸

l
-
l
J

一
発
域
一

一
関
地
一

「
1
1
L

1
1一
|
」

一
対
形
一

一
発
地
一

一
関
象
一

「
l
l
L

「一一一一一ーーーーー寸

i子古川i水系利用ト-
L一一-ー』ー一一一回」

r-一一ーー守
ー開発 i

1資本 IL-=一一ーj

「百五工一一
iJj三。J

r一ー
r-ー一日-.，

j務主トー守
し一一一一..J L 

J

造

一

構

一

「

1
1
1
J
糊

一

一

詳

一

の

「

」

至

一

発

「

」

車

一

関

一
「
悼
し
畑

一

の

白

蕃

L

島

矢

そ
の
開
発
タ
イ
、
ブ
は
、
肝
煎
に

よ
る
見
立
新
田
が
主
と
な
っ
て

い
る
の
は
、

藩
経
済
か
ら
し

て

一
万
石
の
小
藩
で
あ
る
生

駒
氏
の
財
政
策
と
解
さ
れ
る
。

。
亀
田
藩
(
第
4
図
参
照

当
藩
領
の
大
部
分
が
山
地

で
、
唯
一
の
農
耕
地
と
し
て
芋

川
の
流
域
を
有
す
る
こ
と
は
矢

島
藩
と
よ
く
似
て
い
る
o

し
た

が
っ
て
、
開
発
の
主
体
が
芋
川

第 3図

の
流
域
に
お
か
れ
、
矢
島
藩
と

同
様
に
自
然
堤
防
の
後
背
の
湿

地
と
河
岸
段
丘
が
開
発
の
対
象

と
さ
れ
た
。
用
水
路
が
三
本
開

さ
く
さ
れ
、
取
水
口
を
芋
川
水

系
に
求
め
、
土
地
の
狭
少
な
こ
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寸
」
1
」

一
発
域
一

一

一

一

一

-
開
地
一

「
I
l
l
-
-

r-ー『ー---ー、

i開発対 L一一-
l象地形J

i芋川水系の利用トーー

し一一一一一一一一一」

同

本
荘
藩
(
第
5
図
参
照
)

開発|
-1資本|

『

l
l
「
j

一
発
プ
一

一関心打一

「
t
i
l
t
-

「一一一
「ー一一一一!

|務主「-4
L一一ーーーJ

」一一

大減封
18万石ー2万石

「一一一一一一 I

i藩経済「 一一_..J

L一一一一__J
L_ーー一ーーー」

と
も
あ
ろ
う
が
、

五
O
年

聞
に

L
て
開
発
の
限
界
に

達
す
る
ほ
ど
急
テ
ン
ポ
で

亀田藩の新田開発の地域構造

あ
っ
た
こ
と
は
、

一
円
支

配
と
財
政
打
開
策
の
あ
ら

わ
れ
と
み
ら
れ
る
o

開
発
タ
イ
プ
も
肝
煎
を

中
心
と
す
る
見
立
新
田
の

多
い
こ
と
は
、
岩
城
氏
が

第4図

大
減
封
さ
れ
た
こ
と
や
、

秋
田
藩
の
分
身
と
い
う
格

式
維
持
の
経
済
情
勢
の
し

か
ら
し
め
た
こ
と
で
あ

る。

当
藩
で
耕
地
化
の
対
象
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
子
吉
川
下
流
の
氾
濫
原
と
海
岸
砂
丘
の
内
側
、
鳥
海
火
山
斜
面
(
ア
ス
ピ
l
テ
)
と
で
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あ
っ
た
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第 5図本荘藩の新田開発の地域構造



子
古
川
下
流
の
氾
濫
原
で
は
、
自
然
堤
防
の
後
背
の
湿
地
を
開
発
す
る
た
め
、
鮎
川
や
、
石
沢
川
か
ら
分
水
し
て
、
用
水
路
を
開

さ
く
し
、
問

i
 

t
A
 

(
 

海
岸
砂
丘
の
内
側
に
お
い
て
は
、
西
日
川
の
排
水
溝
を
つ
く
り
、
西
目
潟
の
干
拓
を
な
し
、
山
間

鳥
海
火
山
斜
面
に
あ
っ

て
は
、
輯
射
谷
を
利
用
し
た
用
水
路
に
よ
っ
て
、
火
山
斜
面
と
象
潟
低
地
と
を
開
発
し
た
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
開
発
タ
イ
プ
は
、
町
人

請
負
新
田
か
代
官
見
立
新
田
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
金
浦
、
塩
越
の
漁
港
な
ど
が
あ
る
に
せ
よ
、
二
万
石
の
六
郷
氏
に
と
っ
て
は
、
藩

経
済
を
支
え
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
藩
が
直
接
出
資
し
な
い
形
の
様
式
を
と
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

要
は
前
二
藩
の
単
一
地
域
と
異
な
り
、
氾
濫
原
・
潟
湖
・
火
山
斜
面
な
ど
の
自
然
環
境
と
藩
経
済
の
打
開
策
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
形
に
対
応
し
た
方
法
を
施
行
し
た
。

矢島藩・本荘藩・亀田藩の新田開発

園
、
新
田
開
発
の
地
域
的
性
格
|
結
論
に
か
え
て

矢
島
藩
・
亀
田
藩
・
本
荘
藩
の
新
田
開
発
の
経
過
と
地
域
的
構
造
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
終
り
に
、
同
一
支
配
下
に
お
け
る
地
域
と
し

て
、
藩
毎
の
地
域
的
性
格
を
纏
め
よ
う
o

ハ
円

矢
島
藩

子
吉
川
上
・
中
流
地
域
の
狭
長
な
谷
平
野
に
発
達
し
た
河
岸
段
丘
と
氾
濫
原
の
開
発
に
主
点
が
お
か
れ
、

一
万
石
の
小
藩
で
あ
る
と
い

一
六
二
三
年
打
越
氏
が
入
部
後
実
施
さ
れ
、
用
水
路
の
数
も
多
く
、

う
こ
と
か
ら
の
財
政
策
と
し
て
の
新
田
開
発
で
、

一
六
四
六
年
を
ピ

ー
ク
に
順
調
に
進
め
ら
れ
た
。

tコ
亀
田
藩
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芋
川
流
域
の
河
岸
段
丘
や
、
氾
濫
原
に
開
発
の
主
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
矢
島
藩
に
似
て
い
る
。
な
お
岩
城
の
一
八
万
石
か
ら
亀
田
の
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二
万
石
に
大
減
封
さ
れ
、
そ
の
上
秋
田
藩
の
分
身
と
い
う
格
式
上
の
こ
と
や
、
蔵
孔
米
の
三
分
ノ
二
近
い
高
が
、
家
中
の
知
行
分
と
な
っ

た
財
政
打
開
策
で
あ
っ
た
。

国

本
荘
藩

子
育
川
中
・
下
流
地
域
と
鳥
海
火
山
西
斜
面
と
潟
湖
の
干
拓
を
目
的
に
開
発
が
進
め
ら
れ
、
特
に
、
火
山
斜
面
は
、
今
日
温
水
路
地
域

と
し
て
秋
田
県
を
特
色
づ
け
て
い
る
。
前
二
藩
同
様
小
藩
で
あ
っ
て
、
金
浦
・
塩
越
の
漁
業
地
域
を
も
っ
と
し
て
も
、
水
田
開
発
に
財
政

基
盤
を
お
い
た
こ
と
は
変
り
が
な
い
。

な
お
開
発
様
式
に
つ
い
て
は
、
各
藩
と
も
財
政
難
を
反
映
し
て
個
人
資
本
を
主
と
し
た
見
立
新
田
や
、

町
人
請
負
新
田
と
な
っ
て
い

る。

こ
の
研
究
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。
ま
た
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
つ
ね
に
ご
指
奪
を
仰
い
で
い
る
田
中
啓
爾
博
士
、

青
野
喜
郎
博
士
、
花
井
重
次
博
士
、
浅
呑
幸
雄
博
士
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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